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新
年
の
挨
拶

　
　

二
〇
二
二
年
の
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
も
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
色
々
な
行
事
・
大
会
が
中
止
な
ど
厳
し

い
一
年
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
無
観
客
と
は
い

え
無
事
開
催
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
こ
と
だ
と
思
え
ま
す
。

　

ま
た
、
空
手
競
技
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
舞
台
で
開
催
で
き
た
こ

と
は
空
手
界
に
と
っ
て
新
し
い
一
歩
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
も
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
中
で
清
水
希
容
選
手
が
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
ま
た
、
糸
東

会
の
同
胞
で
あ
る
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
中
国
の
メ
ン
バ
ー
が
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
た
こ
と
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
も
中
々
収
束
の
光
が
見
え
ま
せ
ん
が
、

コ
ロ
ナ
対
策
を
し
て
徐
々
に
色
々
な
行
事
も
開
催
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

昨
年
も
一
昨
年
同
様
に
各
種
の
大
会
・
行
事
は
勿
論
の
こ
と
日
頃
の
稽

古
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
で
し
た
。
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、
稽
古

の
再
開
・
大
会
等
の
開
催
と
期
待
の
持
て
る
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
昨
年
以
上
に
今
年
は
日
常
生
活
が
普
段
通
り
で
き
、
そ
し
て
空
手

の
で
き
る
喜
び
を
味
わ
い
つ
つ
新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
素
直
に

ほ
っ
と
し
た
気
分
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
各
地
で
行
わ
れ
る
大
会
・
全

国
大
会
が
こ
ん
な
に
待
ち
遠
し
く
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

色
々
な
災
害
に
遭
遇
し
て
も
そ
の
都
度
何
と
か
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
際
、
人
々
の
お
互
い
の
助
け
合
い
や
支
援
な
ど
を
通
じ
何

と
か
前
を
む
い
て
歩
み
を
止
め
ず
進
ん
で
く
る
こ
と
が
き
ま
し
た
。
世

界
中
が
コ
ロ
ナ
と
い
う
目
に
見
え
な
い
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い
の
中
で
、

人
々
の
間
で
疑
心
暗
鬼
の
気
持
ち
殺
伐
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
う
し
た
中
で
こ
そ
明
る
い
兆
し
を
感
じ
つ
つ
ま
た
、
日
常
を
取
り
戻

し
つ
つ
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
空
手
が
で
き
る
こ
と
に
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。

　

糸
東
流
空
手
道
ば
か
り
で
な
く
空
手
を
愛
す
る
人
達
と
こ
の
一
年
を

歩
め
る
こ
と
を
大
事
に
し
て
糸
東
会
の
皆
様
の
大
会
で
の
活
躍
と
ご
健

康
・
ご
多
幸
を
祈
念
し
ま
し
て
、
私
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

宗家
摩文仁 賢雄

Soke
Mabuni Kenyu

New Year’s Greetings from Soke Mabuni Kenyu

  I would like to extend my hearty greetings to all of you at the beginning of the New Year 2022.
  The coronavirus catastrophe continued to challenge us last year and many events and meets were 
affected or cancelled. The Olympic Games were successfully held behind closed doors under the 
circumstances, and the memories of the Games are still fresh in our minds.   
  It is evident that the Karate community embarked on a new chapter by successfully organizing the 
sport in the Olympic arena. We were extremely delighted at the victories of Shimizu Kiyou, who won 
the silver medal, and our fellow Shito-kai members from Kazakhstan and China, who also earned 
medals.
  A promising light to contain the pandemic is yet to be seen, but a variety of events have started to 
move forward slowly, with anti-COVID-19 measures in place. Just like the year before, we found it 
quite difficult to hold championships and events as planned, and even to continue our daily training. 
Now prospects for resuming training sessions and meets are getting better little by little. As the new 
year starts, I genuinely feel a soothing sense of relief to find myself enjoying more ordinary life and 
the pleasure of practicing Karate. I can hardly wait for regional and national meets scheduled this 
year.      
  We survived many different types of disasters so far, and managed to go on by helping and 
supporting each other in the face of hardship. There was a time when people began to jump at 
shadows as we fought against the elusive and transnational coronavirus. After these complications, I 
am filled with a feeling of gratitude as I recognize a positive sign, gradual recovery of our normal life, 
and the privilege of practicing karate. 
  I appreciate the value of our partnership with Shito-ryu Karatedo affiliates and also with the entire 
community of Karate lovers, and look forward to working together in the year ahead. I wish all the 
members of Shito-kai the best of health and happiness, and good luck in the upcoming competitions.
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会長　岩田源三
President 

Genzo Iwata

新
年
の
挨
拶

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

我
々
空
手
界
の
悲
願
で
あ
っ
た
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
参
加
が
思
い
も
よ
ら
ぬ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流

行
に
よ
り
延
期
と
な
り
、
ま
た
糸
東

会
全
国
大
会
を
始
め
各
地
区
大
会
、

都
道
府
県
大
会
な
ど
も
残
念
な
が
ら

実
施
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

ま
た
、
地
域
に
よ
っ
て
は
道
場
の

稽
古
自
体
も
制
限
が
あ
っ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。
目
標
に
向
け
日
々
稽
古

を
積
み
重
ね
、
そ
の
実
力
を
発
揮

す
る
場
面
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ

た
こ
と
は
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
、
道
場
再
開
後
は
ほ
と
ん
ど

の
会
員
の
皆
さ
ん
が
稽
古
を
続

け
て
い
る
と
の
話
を
聞
い
て
お

り
ま
す
。

　

少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

審
査
会
等
も
実
施
さ
れ
て
き
て

お
り
ま
す
。

　

感
染
拡
大
は
続
い
て
お
り
、

ま
だ
ま
だ
先
を
見
通
せ
る
状
況

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
感
染
に

十
分
注
意
を
払
い
な
が
ら
会
の

運
営
を
進
め
、
従
前
通
り
空
手

界
の
発
展
と
青
少
年
の
健
全
育

成
を
目
指
し
、
地
に
足
を
つ
け

た
地
道
な
活
動
を
続
け
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

糸
東
会
会
員
、
関
係
皆
様
の

今
年
一
年
間
の
益
々
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
て
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

I earnestly hope that this year will be blessed with good 
fortune.
The coronavirus catastrophe has extended about two 
years now and continues to impose a lot of restrictions 
on the activities of Shito-kai including our daily training, 
and we could not organize the All Japan Shito-kai 
Karatedo Championships planned in September 
following the previous year.       
Under such adverse conditions, Shimizu Kiyou of 
Shito-kai shone out to win the silver medal at the long-
awaited Olympic Games in Tokyo and lifted up our 
spirits. 
The pandemic wave mercifully subsided in October, 
and we were able to hold instructor training, and 

qualification and promotion sessions for higher Dan 
and titles. 
Regional meets were also organized, and I believe 
many members felt sensations of tension and exaltation 
to fight again after a long hiatus.
We would like to plan and implement a broader 
spectrum of activities for Shito-kai this year in 
collaboration with the members, adopting thorough 
measures to prevent infection. 
As the new year begins, I expect every one of you to 
put in greater effort on your own personal goals.
Let me extend my very best wishes for your happiness 
and good health in the new year.

New Year’s Greetings from President Genzo Iwata
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令
和
３
年
度

準
師
範 
助
教
講
習
会
・
師
範
等
取
得
講
習
審
査
会

日
時:

令
和
３
年
９
月
18
・
19
日
（
土
・
日
）

場
所:

糸
東
会
本
部
道
場
（
埼
玉
県
朝
霞
市
）

講
師:�

岩
田
源
三
／
野
澤
幸
洋
／
大
出
敏
夫

／
有
田
豊

立
会
人:

摩
文
仁
賢
雄
宗
家　

　

開
講
式
に
於
い
て
、
摩
文
仁
宗
家
・
岩
田

会
長
よ
り
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、「
世
界
中
が
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で

混
乱
し
て
い
る
な
か
講
習
会
が
開
催
さ
れ
て

嬉
し
く
思
い
ま
す
。

ま
た
、
自
国
開
催
と
な
っ
た
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
初
の
正
式
種
目
に
な
っ
た
空
手
道

競
技
に
於
い
て
、
日
本
代
表
と
し
て
糸
東
会

所
属
の
清
水
希
容
選
手
が
、
銀
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
た
こ
と
に
感
動
と
夢
と
言
葉
で
は
伝
え

ら
れ
な
い
も
の
が
こ
み
上
げ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
糸
東
会
に

と
っ
て
大
き
な
励
み
と
な
り
、
頑
張
る
若
者

達
に
空
手
道
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
授
し
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
講
習
会
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、
第
１
指
定
形
・
第
２
指
定
形

の
指
導
に
関
す
る
講
習
を
行
い
ま
し
た
。

▼
バ
ッ
サ
イ
大

▼
セ
イ
エ
ン
チ
ン

▼
ニ
ー
パ
イ
ポ

▼
松
村
ロ
ー
ハ
イ

以
上
４
つ
の
形
を
師
範
が
受
け
持
ち
講
師
の

先
生
方
に
ご
指
導
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
く
と
い

う
形
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

法
形
組
手
は
、
大
出
講
師
と
有
田
講
師
に

ご
指
導
を
頂
き
ま
し
た
。

法
形
組
手
と
は
、
平
安
形
の
分
解
組
手
の
応

用
編
で
す
。
形
を
し
っ
か
り
と
覚
え
、運
足
・

転
身
・
体
捌
き
・
間
合
呼
吸
法
を
研
究
し
、

頑
張
る
よ
う
に
指
導
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
ワ
ン
シ
ュ
ー
の
形
を
岩
田
講
師
に

ご
指
導
を
頂
き
ま
し
た
。
形
を
会
得
す
る
事

に
重
点
を
置
き
、
次
に
分
解
組
手
の
指
導
を

し
て
頂
き
ま
し
た
。
重
要
な
所
は
、
分
か
り

や
す
い
よ
う
に
何
度
も
繰
り
返
し
、
丁
寧
に

ご
指
導
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
注
意
点
と
し

て
、
こ
の
形
は
、
機
敏
な
動
き
が
求
め
ら
れ

る
の
で
速
く
動
く
よ
う
に
と
ア
ド
バ
イ
ス
を

頂
い
た
。

ア
ー
ナ
ン
コ
ウ
の
形
は
、
野
澤
講
師
に
ご
指

導
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

形
の
動
き
か
ら
入
り
分
解
組
手
を
体
が
覚
え

る
ま
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
な
が
ら
、
反
復

練
習
を
繰
り
返
し
行
い
ま
し
た
。

た
。

閉
講
式
で
は
、
摩
文
仁
宗
家
よ
り
形
の
意
味

と
分
解
組
手
を
十
分
に
研
究
し
て
欲
し
い
と

講
評
を
頂
き
、
講
習
会
及
び
審
査
会
が
終
わ

り
ま
し
た
。

今
回
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防

止
対
策
を
十
分
に
行
い
な
が
ら
講
習
及
び
審

査
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

二
日
目
の
午
前
は
、
岩
田
講
師
・
野
澤
講

師
・
大
出
講
師
・
有
田
講
師
の
４
班
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
、審
査
さ
な
が
ら
の
ご
指
導
、

質
問
、
講
師
よ
り
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
な

が
ら
の
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
講
師
が
２
名
ず
つ
に
別
れ
、
２

グ
ル
ー
プ
で
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、

有
意
義
な
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
審
査
会
が
開
催
さ
れ
、
助

教
７
名
・
準
師
範
４
名
・
師
範
４
名
が
受
審

し
、
皆
、
緊
張
し
た
趣
で
審
査
に
臨
み
ま
し

文
・
指
導
委
員
会　
檜
山
房
一

【
東
日
本
会
場
】
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日
時
：
令
和
３
年
10
月
16
・
17
日
（
土
・
日
）

会
場
：
サ
ン
あ
も
り

講
師
：�

岩
田
源
三
／
野
澤
幸
洋
副
会
長
／　

坂
本
清

委
員
：�

小
野
和
宏
／
南
聡
朗

開
講
式
で
は
、
岩
田
会
長
よ
り
昨
年
は
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
為
書
類
で
の
更
新

で
２
年
ぶ
り
の
講
習
会
で
す
。
又
、
例
年
通

り
と
は
い
か
ず
、
変
則
的
な
時
程
に
よ
り
皆

様
に
は
、何
か
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
。

短
い
時
間
で
す
が
よ
り
充
実
し
た
講
習
会
に

な
り
ま
す
よ
う
に
と
ご
挨
拶
を
頂
き
講
習
会

が
始
ま
っ
た
。

各
会
場
と
も
第
１
指
定
形
第
２
指
定
形
を
行

い
、
ワ
ン
シ
ュ
ウ
、
ア
ー
ナ
ン
コ
ウ
、
法
形

組
手
の
指
導
を
頂
い
た
。

関
西
会
場
で
は
、
開
講
式
前
に
相
談
役
松
尾

啓
一
先
生
へ
糸
東
会
９
段
位
の
授
与
式
が
あ

り
、
松
尾
先
生
よ
り
健
康
で
着
々
と
鍛
錬
を

重
ね
て
く
だ
さ
い
と
言
葉
を
頂
い
た
。

各
会
場
と
も
２
日
目
に
師
範
等
取
得
講
習
、

審
査
会
が
行
わ
れ
た
。
講
習
会
で
は
、
糸
東

会
が
目
指
す
技
術
指
導
員
に
な
る
為
の
心
構

え
な
ど
を
指
導
い
た
だ
き
、
審
査
会
が
行
わ

れ
た
。
結
果
は
、
全
日
程
が
終
了
次
第
各
受

験
者
へ
通
知
さ
れ
る
。

【
九
州
会
場
】

【
西
日
本
会
場
】

日
時
：
令
和
３
年
10
月
23
・
24
日
（
土
・
日
）

会
場:�

ニ
チ
イ
学
館
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
研

修
セ
ン
タ
ー

講
師:�

岩
田
源
三
／
野
澤
幸
洋
／
山
岡
硯
太

郎
／
坂
本
清
／
猪
越
孝
治

委
員:�

宮
正
嗣
／
坂
本
龍
也
／
森
田
武
志
／

西
辻
一
浩
／
南
聡
朗

　

開
講
式
で
は
、
岩
田
会
長
よ
り
昨
年
は
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
為
、
書
類
で
の

更
新
で
２
年
ぶ
り
の
講
習
会
で
す
。
ま
た
、

例
年
通
り
と
は
い
か
ず
、
変
則
的
な
時
程
に

よ
り
皆
様
に
は
、
何
か
と
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
。
短
い
時
間
で
す
が
よ
り
充
実
し
た

令
和
３
年
度

準
師
範 

助
教
講
習
会
・
師
範
等
取
得
講
習
審
査
会

九州会場の審査会の様子。

相談役松尾啓一先生（右から3人目）へ、糸東会９段位が授与された。
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日
時
：
令
和
３
年
10
月
30
・
31
日
（
土
・
日
）

会
場:

川
之
江
体
育
館（
愛
媛
県
四
国
中
央
市
）

講
師:�

岩
田
源
三
／
野
澤
幸
洋
／
猪
越
孝
治

委
員:�

小
野
和
宏
／
南
聡
朗

【
四
国
会
場
】

今
回
の
開
催
は
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
で

会
場
変
更
が
あ
っ
た
が
、
更
新
者
・
新
規
受

審
者
併
せ
て
二
十
四
名
の
参
加
者
に
よ
り
、

更
新
講
習
会
と
取
得
講
習
会
を
ニ
日
間
に
分

け
て
の
実
施
と
な
っ
た
。

一
日
目
は
、第
一
指
定
形
の「
バ
ッ
サ
イ
大
」・

「
セ
イ
エ
ン
チ
ン
」
の
重
要
ポ
イ
ン
ト
確
認

を
行
い
、
全
員
で
繰
り
返
し
形
を
打
ち
技
術

向
上
を
図
っ
た
。
併
せ
て
、
平
安
の
形
も
行

い
技
の
完
成
度
を
高
め
た
。
続
い
て
同
様
に

第
二
指
定
形
の「
松
村
ロ
ー
ハ
イ
」・「
二
十
八

歩
」
の
指
導
、
実
技
練
習
に
移
り
第
一
指
定

形
と
同
様
に
技
術
向
上
に
努
め
た
。
平
安
の

法
形
組
手
で
は
、「
初
段
か
ら
五
段
」
ま
で

実
技
講
習
、
二
人
組
と
な
り
お
互
い
が
「
受

け
」
と
「
攻
撃
」
を
交
代
し
な
が
ら
分
解
の

練
習
。
転
位
の
方
向
や
技
の
出
し
方
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
た
。

そ
の
後
、
野
澤
講
師
の
指
導
で
「
ア
ー
ナ
ン

コ
ウ
」
の
実
技
指
導
を
受
け
、
繰
り
返
し
練

習
し
て
技
術
向
上
を
図
っ
た
。
続
い
て
岩
田

講
師
に
よ
る
「
心
破
」
の
実
技
指
導
、
形
の

流
れ
と
技
の
使
い
方
に
つ
い
て
、
技
一
つ
一

つ
を
詳
し
く
解
説
し
て
頂
い
た
。
短
い
時
間

で
詰
め
込
み
の
講
習
会
と
な
っ
た
が
有
意
義

な
時
間
を
持
つ
事
が
出
来
た
。

最
後
に
岩
田
講
師
か
ら
代
表
者
に
終
了
証
が

手
渡
さ
れ
一
日
目
を
終
了
し
た
。

二
日
目
は
、
資
格
取
得
の
講
習
の
復
習
と
練

習
を
行
っ
た
後
、
助
教
・
準
師
範
の
審
査
会

を
併
せ
て
実
施
。
受
審
者
一
同
全
て
を
終
了

し
、疲
労
と
安
堵
を
一
気
に
身
体
に
感
じ
た
。

午
後
か
ら
の
四
・
五
段
の
審
査
会
で
は
、
新

審
査
規
定
に
よ
る
審
査
方
法
で
行
わ
れ
た
。

基
本
（
三
戦
・
転
掌
・
ナ
イ
フ
ァ
ン
チ
初
段
）・

指
定
形
（
審
査
員
指
定
）・
自
由
形
（
自
己

申
告
）
で
の
実
施
方
法
で
受
審
者
五
名
が
審

査
に
臨
ん
だ
。

受
審
者
は
形
を
三
つ
演
舞
し
た
後
自
由
組
手

講
習
会
に
な
り
ま
す
よ
う
に
と
ご
挨
拶
を
頂

き
講
習
会
が
始
ま
っ
た
。

　

各
会
場
と
も
第
１
指
定
形
・
第
２
指
定
形

を
行
い
ワ
ン
シ
ュ
ー
・
ア
ー
ナ
ン
コ
ウ
・
法

形
組
手
の
指
導
を
頂
い
た
。

　

西
日
本
会
場
で
は
、
開
講
式
の
前
に
相
談

役
松
尾
啓
一
先
生
へ
、
糸
東
会
９
段
位
の
授

与
式
が
あ
り
、
松
尾
先
生
よ
り
健
康
で
着
々

と
鍛
錬
を
重
ね
て
く
だ
さ
い
と
お
言
葉
を
頂

い
た
。

　

各
会
場
と
も
２
日
目
に
師
範
等
取
得
講
習

会
、
審
査
会
が
行
わ
れ
た
。
講
習
会
で
は
、

糸
東
会
が
目
指
す
技
術
指
導
委
員
に
な
る
為

の
心
構
え
な
ど
を
指
導
し
て
頂
き
、
審
査
会

が
行
わ
れ
た
。
結
果
は
、
全
日
程
が
終
了
次

第
各
受
審
者
へ
通
知
さ
れ
る
。

を
ニ
試
合
行
い
、
審
査
員
か
ら
の
質
問
と
分

解
組
手
を
行
う
、
今
ま
で
と
は
違
っ
た
緊
張

感
と
疲
労
感
を
味
わ
っ
た
よ
う
だ
。
十
五
時

に
全
て
を
終
了
し
閉
会
し
た
。

西日本審査会の様子。

講師として指導する岩田会長。



6

令和３年度資格取得者　称号・師範等・高段位審査

きむら・はるのぶ
木村治伸

ひかわ・こうじ
樋川光司

なかつか・たけひさ
中塚剛壽

かわかみ・まなぶ
河上学

かさい・りょうた
笠井亮太

はらだ・あきろう
原田昭郎

おの・かずひろ
小野和宏

にしむかい・ひろあき
西向寛昭

たみの・たけし
民野武史

どうぞの・だいりゅう
堂園大竜

さこ・きょうこ
迫香子

おじま・みさえ
小嶋美佐枝

おきしげ・りつこ
沖重理津子

やまぐち・さとし
山口智史

せきね・ひろかず
関根寛和

かんざき・さゆり
神㟢小百合

さかもと・たつや
坂本龍也

いとう・かずもり
伊藤一守

おじま・ひさのり
小嶋寿範

てらさか・まこと
寺坂誠

ななお・きょうすけ
七尾恭介

せきね・よしこ
関根美子

とみた・けい
冨田圭

■掲載は上から下へ、右から左に配置させていただきました。
■複数名の合格者のあるブロック内は、順不同とさせていただきました。

 

▼

範士
合格者
１名

 

▼

教士
合格者
２名

 

▼

錬士
合格者
３名

 

▼

師範
合格者
11名

 

▼

準師範
合格者
14名
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いど・やすよし
井戸康善

なかはら・あいり
中原愛梨

あおうだ・ゆたか
粟生田豊

さいが・まさゆき
雑賀雅行

あべ・けんいち
阿部憲一

しみず・ひさし
清水寿志

きた・あやこ
喜田彩子

きどぐち・もとい
木戸口基

もりもと・じろう
森本二郎

こんや・さやの
紺屋沙也乃

さかもと・たつや
坂本龍也

つちや・たかし
土屋節

ながぬま・いくや
永沼伊久也

おおにし・ゆかり
大西由香利

しんじょう・むねちか
新城宗親

いずみ・けいこ
和泉圭子

ふじおか・みつひこ
藤岡光広

まさがき・すぎお
正垣杉雄

たかはし・ゆういちろう
髙橋雄一郎

かわばた・よしはる
川端義治

まさおか・だいすけ
正岡大輔

さとう・かつのり
佐藤勝典

やまぐち・やすふみ
山口泰史

あくつ・だいち
圷太地

もうり・みお
毛利美緒

かと・としはる
加登敏治

みうら・つねよし
三浦恒良

 

▼

助教
合格者
15名

 

▼

八段位
合格者
１名

 

▼

六段位
合格者
１名

 

▼

七段位
合格者
２名
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２
０
２
２
年
度

シ
ニ
ア
強
化
選
手
選
考
会
実
施

場
所
：�

東
大
阪
大
学
敬
愛
高
校
「
空
手
道
場
」

（
大
阪
府
東
大
阪
市�
）

日
時
：
令
和
３
年
12
月
４
日　

　

糸
東
会
シ
ニ
ア
強
化
選
手
選
考
会
で
は
、

形
も
組
手
も
糸
東
会
だ
け
で
は
な
く
、
全
日

本
空
手
道
連
盟
や
世
界
空
手
連
盟（
Ｗ
Ｋ
Ｆ
）

に
お
い
て
も
活
躍
し
て
も
ら
う
た
め
の
選
考

会
と
い
う
位
置
付
け
で
実
施
さ
れ
た
。

　

２
０
２
１
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
を
考
え
て
、
審
査
会
を
中
止
と
し

た
。
今
回
は
、
現
状
の
感
染
防
止
方
法
を
取

り
入
れ
な
が
ら
対
策
を
し
っ
か
り
行
い
実
施

し
た
。

　

今
回
の
選
考
会
に
参
加
し
た
選
手
達
は
、

レ
ベ
ル
も
高
く
、
全
員
を
合
格
に
し
た
い
と

の
審
査
委
員
の
思
い
の
強
い
選
考
会
で
あ
っ

た
。
そ
の
中
で
限
ら
れ
た
人
数
に
絞
り
こ
ま

ざ
る
を
得
ず
、
選
手
に
と
っ
て
は
厳
し
い
選

考
会
と
な
っ
た
。

　

 【
選
考
会
参
加
者
数
】

　

女
子
形　
　

３
名　

　

男
子
形　
　

９
名

　

女
子
組
手　

４
名

　

男
子
組
手　

17
名

審査会開会式における審査委員の皆さま。

審査会に参加した選手の皆さん。

【
合
格
者
数
】

　

�

女
子
形　

５
名
（
３
名
は
現
全
空
連
ナ

シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
た
め
免
除
）

　

男
子
形　

６
名

　
 

女
子
組
手　

４
名
（
２
名
は
現
全
空
連
ナ

シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
た
め
免
除
）

　
 

男
子
組
手　

17
名
（
１
名
は
現
全
空
連
ナ

シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
た
め
免
除
）
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シ
ニ
ア
強
化

選
手
紹
介

女子形／大内美里沙
おおうち・みりさ

女子組手／山川未央
やまかわ・みお

男子形／佐藤優輝
さとう・ゆうき

男子組手／池田心寛
いけだ・こころ

男子組手／小原樹
おはら・たつき

男子組手／廣瀬心星
ひろせ・しんせい

女子形／東佐江子
あずま・さえこ

女子組手／久七海
ひさ・ななみ

男子形／米山悠介
よねやま・ゆうすけ

男子組手／中村赳大
なかむら・たけひろ

男子組手／川口礼温
かわぐち・れおん

女子形／北口歌桜
きたぐち・かお

女子組手／砂田依輝
すなだ・よりか

男子形／町田康裕
まちだ・やすひろ

男子組手／近藤世渚
こんどう・せな

男子組手／市本寛
いちもと・ゆたか

男子形／関根斗夢
せきね・とむ

男子組手／内野翔太
うちの・しょうた

男子組手／笠谷純行
かさたに・あつゆき

男子組手／芝本航矢
しばもと・こうや

男子形／松田竜基
まつだ・りゅうき

男子組手／井戸隆誠
いど・りゅうせい

男子組手／村上洋斗
むらかみ・ひろと

女子組手／加藤彩花
かとう・あやか

男子形／渡邉尚樹
わたなべ・なおき

男子組手／川口詩温
かわぐち・しおん

女子形／清水希容
しみず・きよう

女子形／上條瑳良
かみじょう・さら

-67kg

-67kg

-67kg

+84kg

-60kg

-60kg

-60kg

-60kg

-60kg

-75kg

-75kg

-84kg

+84kg

-50kg

-61kg

+68kg

+68kg
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彩
の
国
杯
・
第
15
回
全
国
中

学
生
空
手
道
選
抜
大
会

日
時
：
２
０
２
１
年
３
月
28
日
～
30
日　

会
場:

埼
玉
県
立
武
道
館
（
埼
玉
県
上
尾
市
）

第
40
回
全
国
高
等
学
校

空
手
道
選
抜
大
会

日
時
：
２
０
２
１
年
３
月
24
日
～
30
日

会
場:

東
京
体
育
館
（
東
京
都
新
宿
区
）

☆
女
子
個
人
形
／
３
位

　

▼
北
口
歌
桜
（
き
た
ぐ
ち
・
か
お
）

☆
男
子
個
人
組
手
-76
㎏
級
／
準
優
勝

　

▼
廣
瀬
心
星
（
ひ
ろ
せ
・
し
ん
せ
い
）

☆
男
子
団
体
組
手
／
第
５
位

　

▼
廣
瀬
心
星
（
ひ
ろ
せ
・
し
ん
せ
い
）

☆
男
子
団
体
組
手
／
第
５
位

　

▼
池
田
心
寛
（
い
け
だ
・
こ
こ
ろ
）

☆
２
年
生
女
子
組
手
：
第
３
位

　

▼
稲
田　

直
（
い
な
だ
・
な
お 

）

☆
２
年
生
女
子
組
手
：
第
３
位

　

▼
梅
崎
七
瑠
（
う
め
さ
き
・
な
る
）  

☆
１
年
生
男
子
組
手
／
第
５
位

　

▼
北
山
颯
人
（
き
た
や
ま
・
は
や
と
）                              

廣瀬心星（兵庫県）池田心寛（兵庫県）

稲田　直（北海道）  北山颯人（北海道）  

北口歌桜（埼玉県）

梅崎七瑠（奈良県）  

糸東会選手の 活躍

第
53
回
埼
玉
県
空
手
道
選
手
権
大
会　

兼　

第
34
回
県
民
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
空
手
道　

兼　

第
12
回
彩
の
国
杯
埼
玉
県
ジ
ュ
ニ
ア
空

手
道
選
手
権
大
会

日
時
：
２
０
２
１
年
５
月
１
日
・
２
日

会
場:

深
谷
市
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル
（
埼
玉
県
）

☆
小
学
１
年
女
子
形
：
３
位

　

▼
馬
場
玲
奈
（
ば
ば
・
れ
い
な
）

☆
小
学
４
年
男
子
形
：
ベ
ス
ト
８

　

▼ 

田
島
駿
希
（
た
じ
ま
・
し
ゅ
ん
き
）

☆
小
学
４
年
男
子
形
：
ベ
ス
ト
８

　

▼ 

佐
藤
祐
仁
（
さ
と
う
・
ゆ
う
と
）

馬場玲奈（埼玉県） 田島駿希（埼玉県）佐藤祐仁（埼玉県）
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中島汰尊（大阪府）

第
21
回
全
日
本
少
年
少
女

空
手
道
選
手
権
大
会

日
時
：
２
０
２
１
年
８
月
28
・
29
日

会
場:

東
京
武
道
館
（
東
京
都
足
立
区
）

☆
小
学
１
年
生
女
子
形
／
優
勝

　

▼
湯
田
優
月
羽
（
ゆ
だ
・
ゆ
づ
は
）

☆
小
学
１
年
生
女
子
組
手
：
準
優
勝

　

▼
増
田　

美
咲
（
ま
す
だ
・
み
さ
き
）

☆
小
学
２
年
生
男
子
形
／
準
優
勝

　

▼
公
門 

稚
雲　
（
き
み
か
ど
・
わ
く
）

☆
小
学
５
年
生
女
子
形
／
５
位

　

▼
久
保
田
彩
文
（
く
ぼ
た
・
さ
あ
や
）

☆
６
年
生
女
子
組
手
／
優
勝

　

▼
嵯
峨
佳
依
（
さ
が
・
か
え
）

☆
６
年
生
女
子
形
／
準
優
勝

　

▼
長
谷
川
凛
々
（
は
せ
が
わ
・
り
り
）

増田美咲（兵庫県）公門稚雲（愛媛県）久保田彩文（埼玉県）嵯峨佳依（北海道）

第
48
回
全
国
高
等
学
校
空
手

道
選
手
権
大
会

日
時
：
２
０
２
１
年
８
月
12
～ 

15
日

会
場: 

丸
山
総
合
公
園
体
育
館
（
富
山
県
上
市
町
）

☆
女
子
形
／
優
勝

　

▼
北
口　

歌
桜
（
き
た
ぐ
ち
・
か
お
）

☆
男
子
個
人
形
の
部
／
準
優
勝

　

▼
遠
井
泰
嘉　
（
と
お
い
・
た
い
が
）

☆
男
子
団
体
組
手
／
準
優
勝

　

▼
三
橋　

麗
士
（
み
つ
は
し
・
れ
い
じ
）　　
　

-

☆
男
子 

団
体
組
手
／
第
５
位

　

▼
池
田
心
寛
（
い
け
だ
・
こ
こ
ろ
）

　

▼
廣
瀬
心
星
（
ひ
ろ
せ
・
し
ん
せ
い
）

第
29
回
全
国
中
学
生
空
手
道

選
手
権
大
会

日
時
：
２
０
２
１
年
８
月
20
～ 

22
日

会
場:

維
新
大
晃
ア
リ
ー
ナ
（
山
口
県
山
口
市
）

☆
男
子
形
／
優
勝

▼
中
島
汰
尊
（
な
か
じ
ま
・
た
い
そ
ん
）

☆
男
子
形
／
準
優
勝

▼
藤
志
門
（
ふ
じ
・
し
も
ん
）

☆
女
子
組
手
／
３
位 

＆ 

女
子
団
体
組
手
／
準
優
勝

▼
梅
崎
七
瑠
（
う
め
さ
き
・
な
る
）　

長谷川凛々（北海道）

三橋麗士（徳島県） 北口歌桜（埼玉県）

廣瀬心星（兵庫県） 池田心寛（兵庫県）

湯田優月羽（奈良県）

遠井泰嘉（茨城県）

第
10
回
関
東
少
年
少
女
空
手

道
選
手
権
大
会
大
会

日
時
：
２
０
２
１
年
７
月
３
日
～
４
日

会
場: 

小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
武
道
館
ア
リ
ー
ナ

（
山
梨
県
甲
府
市
）

☆
小
学
１
年
女
子
形
：
ベ
ス
ト
８

　

▼
馬
場
玲
奈
（
ば
ば
・
れ
い
な
）
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大内美里沙（山梨県）

日
時
：
２
０
２
１
年
12
月
11
・
12
日

会
場:

日
本
武
道
館
（
東
京
都
千
代
田
区
）

☆
女
子
形
／
準
優
勝

　

▼
大
内
美
里
沙
（
お
お
う
ち
・
み
り
さ
）

☆
男
子
組
手
／
３
位

　

▼
芝
本
航
矢
（
し
ば
も
と
・
こ
う
や
）

芝本航矢（東京都）

第
49
回
全
日
本
空
手
道

選
手
権
大
会

全
日
本
空
手
道
連
盟
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム

２
０
２
１
年
度
の
強
化
指
定
選
手

藤志門（大阪府）梅崎七瑠（奈良県）

第
１
回
全
日
本
実
業
団
空
手

道
選
手
権
大
会

日
時
：
２
０
２
１
年
11
月
14
日

会
場:

日
本
武
道
館
（
東
京
都
千
代
田
区
）

☆
男
子
形
／
５
位

　

▼
関
根
斗
夢
（
せ
き
ね
・
と
む
）

関根斗夢（東京都）

シニア男子組手
-60Kg級
内野翔太

シニア男子組手
-67Kg級
篠原浩人

シニア女子形
清水希容

アンダー21男子組手
-75Kg級
川口礼温

アンダー21女子組手
-61Kg級
久七海

アンダー21女子組手
+68Kg級
砂田依輝

アンダー21男子形
大槻瑛二

アンダー21女子形
大内美里沙

アンダー21女子形
東佐江子

ジュニア男子組手
-61Kg級
三橋麗士

ジュニア男子組手
+76Kg級
亀森匠輝

ジュニア男子形
遠井泰嘉

ジュニア男子形
東海毅

ジュニア女子形
北口歌桜

カデット女子組手
-54Kg級
梅崎七瑠

カデット男子形
中島汰尊

カデット女子形
矢野杏純

■アンダー21
18〜 20歳

■ジュニア
16〜 17歳

■カデット
14〜 15歳
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谷た
に
や
ま
し
と
う
か
い

山
糸
東
会

師
範:

大お
お
の
ひ
ろ
ゆ
き

野
洋
之

道
場
長:

神か
ん
ざ
き
さ
ゆ
り

﨑
小
百
合

谷
山
支
部
（
鹿
児
島
県
）

【
沿
革
】

　

２
０
１
０
年
、
國
分
糸
東
会
谷
山
支
部
と
し

て
活
動
開
始
。
２
０
２
０
年
、
谷
山
糸
東
会
と

し
て
支
部
認
証
い
た
だ
く

【
特
徴
・
現
状
】

　

幼
児
か
ら
成
人
ま
で
、
幅
広
い
年
齢
層
の
団

員
が
所
属
し
て
お
り
、
親
子
で
入
団
さ
れ
る
家

庭
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

礼
儀
は
勿
論
の
こ
と
、
基
礎
体
力
作
り
や
基

本
稽
古
を
大
切
に
、
心
技
体
を
兼
ね
備
え
た
人

間
形
成
を
目
標
と
し
、
日
々
励
ん
で
お
り
ま
す
。

　

近
年
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
稽
古
や
試
合
に
挑

道 
場 

紹 

介

末す
え
よ
し
し
と
う
か
い

吉
糸
東
会

館
長　

木き
た
に
ひ
ろ
お

谷
博
雄末

吉
支
部
（
鹿
児
島
県
）

【指導者】
館長　木谷博雄（6 段・師範・練士）
堂園大竜（4 段・準師範）八木輝人（4
段・助教）

【稽古日】
月・水・金（全体練習）　火（一般のみ）
いずれも、19:30 ～ 21:00 まで。

【稽古場所】
曽於市立　末吉中学校　体育館

【連絡先】
〒 899 － 8606
鹿児島県曽於市末吉町深川 1234
TEL ／ FAX:0986-76-4798

【連絡先】
taniyama.shitohkai@gmail.com    

誠せ
い
し
か
ん

志
館

館
長　

山や
ま
ぐ
ち
 
も
へ
い

口
茂
平

志
木
支
部
（
埼
玉
県
）

【
沿
革
】

　

誠
志
館
道
場
は
、
１
９
６
５
年(

昭
和
40
年)

に
山
口
茂
平
先
生(

東
洋
大
学
空
手
道
部
出
身)

に
よ
り
創
設
。
道
場
名
は
「
志
は
誠
を
も
っ
て

制
す
る
」
と
の
考
え
か
ら
命
名
。
創
設
当
初
は

志
木
市
内
幼
稚
園
の
ご
理
解
を
得
て
、
教
室

を
借
り
て
指
導
を
開
始
。
当
時
の
在
籍
数
は
約

１
０
０
名
。
そ
の
後
、幼
稚
園
か
ら
志
木
市
秋
ヶ

瀬
公
園
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
に
稽
古
場
所
を

移
動
。
礼
節
（
正
座
・
座
礼
・
立
礼
）
を
重
ん

戦
し
た
り
、
年
に

一
度
は
保
護
者
に

も
稽
古
に
参
加
し

て
も
ら
う
日
を
設

け
た
り
と
、
指
導

員
・
団
員
・
保
護

者
が
一
丸
と
な
っ

て
、
充
実
し
た
活

動
が
行
え
る
よ
う

に
盛
り
上
げ
て
い

ま
す
。

【
沿
革
】

　

昭
和
52
年
４
月
、
鹿
児
島
県
曽
於
郡
末
吉
町

に
、
全
空
連
糸
東
会　

末
吉
博
心
館
を
設
立
。

（
町
武
道
館
に
て
）
平
成
16
年
よ
り
現
在
の
曽
於

市
立
末
吉
中
学
校
体
育
館
を
使
用
。
平
成
31
年

４
月
に
全
空
連
糸
東
会　

末
吉
支
部　

末
吉
糸

東
会
に
名
称
変
更
。
道
場
出
身
者
は
、
外
国
人

を
含
め
て
５
０
０
名
超
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

【
特
徴
・
現
状
】

　

幼
児
か
ら
一
般
ま
で
空
手
道
を
通
じ
た
礼

節
・
人
格
完
成
を
重
ん
じ
て
活
動
し
て
お
り
ま

す
。
競
技
空
手
の
み
で
な
く
、
武
道
と
し
て
の

糸
東
流
空
手
道
の
伝
承
の
た
め
、
基
本
錬
成
・

形
に
つ
い
て
は
、
分
解
組
手
・
法
形
組
手
な
ど

様
々
な
技
法
の
習
得
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
ま

す
。
幼
児
・
小
学
生
・
中
学
生
10
名
。
一
般
９
名
。

　

令
和
３
年
度
の
成
績
は
、
次
の
通
り
で
す
。

■
全
空
連
鹿
児
島
県
大
会

　

個
人
形
準
優
勝
１
名
、
優
秀
賞
２
名

　

個
人
組
手
優
秀
賞
２
名

■
鹿
児
島
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
歓
大
会

　

団
体
形
４
位
入
賞

　

団
体
組
手
優
勝

【稽古日】
月 · 金曜日

【稽古場所】
和田中学校他
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拳け
ん
し
か
い

糸
会

代
表　

高た
か
ぎ
ま
さ
る

木
勝

文
京
江
戸
川
橋
支
部
（
東
京
都
）

【
沿
革
】

　

２
０
１
９
年
に
旧
山
吹
道
場
の
廃
止
に
伴

い
、
有
志
に
よ
り
拳
糸
会
を
発
足
さ
せ
現
在
に

至
る
。

【
特
徴
・
現
状
】

　

成
人
に
な
っ
て
か
ら
空
手
を
始
め
た
メ
ン

【稽古日】
毎週火土、火曜日は 17 時半から 21 時
土曜日は 18 時半から 21 時

【稽古場所】
火曜日は福祉センター江戸川橋トレーニ
ングルーム
土曜日は江戸川橋体育館剣道場

【連絡先】
090-8585-3713

【連絡先（事務局）】
TEL：090-9235-0370　
Email：spw57wn9@water.ocn.ne.jp

町
田
支
部 

町
田
支
部
山さ

ん
す
い
じ
ゅ
く

水
塾

館
長　

安
あ
ん
ざ
わ
ひ
ろ
し

澤
博荒

川
中
央
支
部
（
東
京
都
）

町
田
支
部
（
東
京
都
） 

【
沿
革
】

　

２
０
０
８
年
４
月
発
足

【
特
徴
・
現
状
】

　

組
手
、
形
と
も
に
基
本
に
重
き
を
置
き
つ
つ
、

実
戦
に
生
か
せ
る
応
用
力
を
身
に
つ
け
ら
れ
る

稽
古
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、親
子
や
き
ょ

う
だ
い
で
の
参
加
も
多
く
、
互
い
に
切
磋
琢
磨

し
あ
い
黒
帯
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
も
多
々
開
催
し
て
お
り
、
子
ど
も

も
大
人
も
生
き
生
き
と
楽
し
ん
で
空
手
道
に
邁

進
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
随
時
入
塾
者
募
集
中
。

荒
川
：
50
名
在
籍
、
町
田
：
１
０
０
名
在
籍
。

【稽古日】
荒川：毎週水曜夜間日曜午前
町田：毎週火曜夜間・土曜午前

【稽古場所】
荒川：第二日暮里小学校（水曜）・
第二瑞光小学校（日曜）
町田：本町田小学校

【連絡先】
荒川中央支部　小林瑞樹
090-4431-8984
町田支部　片山孝治
090-8679-6524

じ
、四
股
立
ち
・
猫
足
立
ち
に
重
き
を
置
く
。「
一

心
万
宝
」
の
精
神
が
指
導
方
針
。 

【
特
徴
・
現
状
】

　

大
人
の
み
の
少
人
数
道
場
。
他
武
道
や
格
闘

技
経
験
者
が
多
い
。
現
状
は
、
休
館
中
。

バ
ー
が
多
い
の
で
、
基
本
を
大
切
に
す
る
事
を

心
が
け
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
キ
ッ
ズ
含
め
て
20
名
以
上
が
在
籍
し

て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
休
会
中
の
メ
ン

バ
ー
が
多
く
、
稽
古
に
参
加
し
て
い
る
メ
ン

バ
ー
数
は
14
名
位
で
す
。
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町
田
支
部 

町
田
支
部
榛し

ん
と
う
か
ら
て
ど
う

東
空
手
道

代
表
者　

岡お
か
べ
と
し
お

部
敏
夫北

群
馬
支
部
（
群
馬
県
）

【
沿
革
】

　

昭
和
62
年
か
ら
現
在
に
至
る
。

【
特
徴
・
現
状
】

　

幼
児
か
ら
大
人
ま
で　

男
女
問
わ
ず
。

【稽古日】
月曜日　水曜日　木曜日　金曜日

【稽古場所】
道　場：16 時半から 20 時
体育館：18 時半から 20 時半

【連絡先】
群馬県北群馬郡榛東村山子田 2063-3
電話：0279-54-8918

町
田
支
部 

町
田
支
部

錬れ
ん
よ
う
か
い
い
ず
み

養
会
出
水

館
長　

三や
け
み
ま
さ
ひ
ろ

宅
雅
弘

糸
東
会
出
水
支
部
（
鹿
児
島
県
）

【
沿
革
】

　

１
９
８
１
年
４
月
に
、
錬
養
会
出
水
空
手
道

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
し
て
発
足
。（
財
）
全
空

連
鹿
児
島
県
空
手
道
連
盟
に
所
属
。
令
和
３
年

　　
【稽古日】
毎週土日（第 3 土曜日は休み）
土曜日：18：00-20：00
日曜日：17：30-19：30

【稽古場所】
鹿児島県出水市総合武道館２F

【連絡先】
〒 899-0216
鹿児島県出水市大野原町 1103
電話：0996-62-6560
メールアドレス：
smmieg@gmail.com

度
第
１
回
全
国
理
事
会
に
て
、
鹿
児
島
県
糸
東

会
出
水
支
部
と
し
て
承
認
さ
れ
現
在
に
至
る
。

【
特
徴
・
現
状
】

　

  

糸
東
会
で
継
承
さ
れ
て
い
る
、
糸
東
流
の

技
と
理
念
を
追
求
し
、  

強
く
て
優
し
い
ひ
と
に

な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

大
会
で
の
好
成
績
を
目
標
と
す
る
の
で
は
な

く
、
正
し
い
基
本
、
形
を
体
得
し
息
の
長
い
空

手
道
を
修
練
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

指
導
者
４
名
体
制
で
、
未
就
学
児
か
ら
大
人

ま
で
24
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
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会
費
納
入
の
お
願
い

●
年
会
費
を
３
年
分
一
括
前
納
す
る
場
合
は
、
合
計
金

　

額
の
10
％
割
引
と
な
り
ま
す
。

    令和３年度の会費納入のお願い
納入締切は６月末です

        会費区分  年会費/１年分
年会費/3年分(10%割引)

（）内の金額は割引前の金額です。

６段以上

小・中学生（幼児含む）

理事

５段

４段

３段

２段

初段

一般（段外者）

大学・高校生

￥23,000

￥12,000

￥10,000

  ￥8,000

  ￥7,000

  ￥6,000

  ￥5,000

  ￥4,000

  ￥3,500

  ￥2,500

￥62,100(69,000)

￥32,400(36,000)

￥27,000(30,000)

￥21,600(24,000)

￥18,900(21,000)

￥16,200(18,000)

￥13,500(15,000)

￥10,800(12,000)

  ￥9,400(10,500)

  ￥6,700(7,500)

空手道 糸東会季刊
No277

　令和４年１月１日発行

《発行所》

一般社団法人
全日本空手道連盟糸東会

事務局
　　〒 351–0033 

埼玉県朝霞市浜崎３– ８–11
ＴＥＬ：０４８（４７６）３８１８
ＦＡＸ：０４８（４７６）３８６９

　

２
０
２
１
年
夏
に
開
催
さ
れ
た
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
２
０
２
０
に
初
め
て
空
手
が
正
式

種
目
と
し
て
採
用
さ
れ
、
競
技
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
実
現
の
影
に
は
海
外
各
地
で

空
手
を
普
及
し
た
先
人
達
の
ひ
た
む
き
な
努

力
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
先
人
の
功
績
を
讃
え
る
意
味
で

全
日
本
空
手
道
連
盟
で
は
、
４
大
流
派
を
中

心
に
、
海
外
に
空
手
を
普
及
し
た
先
人
に
対

し
て
感
謝
の
意
を
示
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
呼

応
し
て
、
糸
東
会
が
中
心
と
な
っ
て
組
織
さ

れ
た
世
界
糸
東
流
空
手
道
連
盟
（
以
下
Ｗ
Ｓ

Ｋ
Ｆ
）
に
所
属
し
、
世
界
に
空
手
道
を
普
及

し
た
諸
先
生
12
名
に
Ｗ
Ｓ
Ｋ
Ｆ
か
ら
感
謝
の

意
を
示
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

去
る
12
月
８
日
（
水
）
午
後
４
時
30
分
か

ら
糸
東
会
本
部
道
場
（
埼
玉
県
朝
霞
市
）
に

て
、
長
年
海
外
で
空
手
道
普
及
活
動
に
貢
献

さ
れ
て
き
た
先
生
方
を
お
招
き
し
、
そ
の
功

績
に
対
し
て
表
彰
を
行
い
、「
感
謝
」
の
意

を
示
し
ま
し
た
。
当
日
は
●
●
●
●
、
●
●

●
●
、
●
●
●
●
の
３
名
の
先
生
方
に
お
越

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

現
在
も
海
外
に
在
住
し
て
い
る
先
生
に

は
、
感
謝
状
と
記
念
品
を
送
付
い
た
し
ま
し

た
。

　

12
名
の
先
生
は
、
次
の
通
り
で
す
。（
敬

称
略
）

糸
東
会

ト
ピ
ッ
ク
ス

海
外
指
導
者
表
彰

Ｗ
Ｓ
Ｋ
Ｆ
所
属
12
名
の
指
導
者
へ

訃
報　

樋
口
修
次
先
生

　

長
年
、(

一
社)

全
日
本
空
手
度
連
盟
糸
東

会
理
事
・
全
日
本
空
手
度
連
盟
糸
東
会
北
信

越
協
議
会
会
長
・
新
潟
県
糸
東
会
会
長
と
し

て
、
本
会
発
展
に
尽
力
さ
れ
こ
ら
れ
ま
し
た

【
メ
キ
シ
コ
】 

村
山
邦
夫
／ 

長
田
耕
一     

／
大
田
高
司
／ 

野
際
俊
明
／ 

村
田
誠
良
／

 

松
本
好
二

【
ス
ペ
イ
ン
】 

石
見
保
成

【
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
】 

佐
藤
尚
弘

【
ロ
シ
ア
・
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
】 

佐
藤
哲
雄

【
イ
ス
ラ
エ
ル
・
キ
プ
ロ
ス
】 

笹
山
喜
一

【
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
マ
レ
ー
シ
ア
・
香
港
・
他
】

川
田
勝
彦

【
メ
キ
シ
コ
・
ス
ペ
イ
ン
】 

岡
田
正
博

樋
口
修
次
氏
が
12
月
23
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。

　

25
日
通
夜
、
26
日
に
葬
儀
が
新
潟
市
西
区

青
山
の
青
山
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
て
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。
先
生
の
生
前
の
ご
活
躍
と

ご
功
績
を
偲
び
心
よ
り
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。

　

合
掌　

原
口
髙
司
氏
、
全
空
連
九
段
位
認
許

　

本
会
副
理
事
長
原
口
髙
司
氏
が
、
去
る
12

月
10
日
、
日
本
空
手
道
会
館
に
お
い
て
行
わ

れ
た
全
空
連
「
第
37
回
理
事
会
」
に
て
、
公

認
九
段
位
に
推
挙
さ
れ
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

原
口
氏
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
多
方
面
で

活
躍
。
ま
た
公
認
八
段
位
の
取
得
後
も
、
資

格
審
査
員
や
技
術
委
員
と
し
て
、
空
手
道
の

技
術
指
導
、
普
及
発
展
に
も
顕
著
な
功
績
を

残
し
て
い
ま
す
。

※
尚
、
詳
細
は
次
号
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

後列右より、北原三造理事長、岩田源三会長、　　、　　、　　、橋
本岩樹副会長、亀谷誠康WSKF事務局長。

後列右より、　、。

原口髙司氏


